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 第５回こどもの交流事業 河口の干潟を見てみよう  
  八王子市・日野市連携事業 

平成２４年から実施しているこの事業も５回目になりました。今年も小学５・６

年生を対象に、浅川が合流する多摩川が海に流れ出る河口付近の干潟見学と生きも

の観察を実施しました。普段見ることのない干潟の様子に子どもたちは興味津々で

した。また、今回は両市の子どもたちに加え川崎市の子どもたちも合流し、３市混

成チームでのゲームも行いました。夏休みの一日、みんな泥んこになりながら、楽

しんでいました。 

８月 1 日は水の日です。 

 この事業は 8 月 1 日から始まる「水の週間」に開催されました。移動のバス車

内では水の日や干潟にちなんだクイズを実施したところ、子どもたちからは「知ら

ない」という声が多く聞かれました。水の日は、昭和５２年に水資源の有限性や水

の貴重さ及び水資源開発の重要性について国民の関心を高め、理解を深めるため、

年間を通じて水の使用料が多く、水についての関心が高まる８月の初日に設定され

ました。 
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～ミシシッピアカミミガメ～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 水路の整備を行いました  
泉町１４９１番地先水路改修事業 

元八王子東小学校の北側を流れるこの水路は、幅 

６０センチのコンクリート三面張りの水路で、敷地 

の余剰地は雑草などが発生しないようにコンクリ 

―トで覆われていました。 

 今回、生態系豊かな水辺の整備を進める一環とし 

て実施されました。 

 

 

この場所を選定した理由は小学校に隣接しており、 

整備により地域の憩いの場、子供たちの遊びや学習の 

場として利用が期待されること、平常時も一定の水量 

があること、自然環境の再生と親水性の向上の両面が 

期待できること、希少種であるカワゴケの生息が確認 

されていることなどによります。 

 

設計施工については、叶谷・泉町湧水群保全連絡 

会と市で意見交換を行い、生きものが生息できる空 

間をつくる、子供たちが裸足で遊べるように水底は 

砂利敷きにする、魚が隠れられるように壁は石積 

みにする、憩いの場として石ベンチを設置すること 

などに配慮しました。 

 お近くにお立ち寄りの際は、ぜひ一度ご覧くださ 

い。 

～ミシシッピアカミミガメ～       

ミドリガメと言った方がいいかもしれ 

ませんね。昔は縁日などでよく売られ 
ていました。意外と大きくなり飼育する 

のは大変です。池などに放されたものが定着しており、

2013 日本自然保護協会が「自然しらべ」で行った日本
に生息するカメの調査によれば、全体の６４％がアカミミ

ガメとか。環境省は外来生物法により、輸入・販売・飼育

の規制を検討しています。規制が行われた場合でも手続き
により飼い続けることができるため、最後まで飼育を続け

るよう、キャンペーンを展開しています。 

改修後の水路 

改修前の水路 

改修イメージ 
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 まちの話題  
 

「水辺の水護り制度」に登録し、散田町にて水辺の保全活動をされている 

小俣さんにお話を伺いました。 

 

私たちの活動場所は、自宅の横を流れる水路です。 

むかし、この辺りは、ほとんどが田んぼで、用水路 

ではよく子どもたちが遊んでいました。当時は、ど 

じょうなどの生きものも見ることができ、誰もが水 

辺に親しむことのできる場所でした。 

その後、時代の変化とともに田んぼが宅地へと変 

わり、水路も上流部の方は無くなり、素掘りの水路 

からコンクリートの水路に変わりましたが、今まで 

水の流れが絶えたことはありません。 

 

  水路のすぐそばには、私たちの所有する池が 

あります。周辺の湧水が流れこんできているの 

で、水量が豊富で鯉や亀が生息し、時折サギも 

訪れます。池の周囲にはミョウガや山椒が生え 

ており、食材の宝庫となっています。また、自 

分たちでも花を植えたりして、憩いの水辺空間 

づくりを楽しんでいます。安全上、池の敷地内 

には立ち入ることはできませんが、外から池を 

見ていく方々も多くいらっしゃいます。 

 

 

私たちは以前から、この水路や池の維持管理 

を続けていますが、年々体力的に厳しくなりつ 

つあります。しかし、最近はこういった活動に 

積極的な人が少なく、次の世代に引き継いでい 

くことの難しさを感じているところです。 

苦労することも多いですが、少しでも多くの 

方々に水辺の保全活動に興味を持って頂きたい 

と願っています。 

散田町の小俣さんの活動 

自然に囲まれた素敵な池です 

市では、「身近な水辺の復活１０年プロジェクト」として、市内の主な湧水地を巡る“湧水め

ぐり”を推進したり、親水性のある水路整備を進めています。 

幅広い世代に、水辺を身近に感じてもらえるよう、今後も取り組んでまいります。 

 

写真提供 

小俣様 

きれいな水辺は

きもちいいな♪ 

水路は清掃が行き届いています 
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６月に入ってすぐに、首都圏の水がめがピンチという報道が一斉に流れました。 

その後、１０％の取水制限となりましたが、ニュース編集時点で 

は、私たちの生活には幸い大きな影響はありませんでした。 

水道水の約 7 割は家庭での消費によるものです。したがって 

日常の生活での節水が大きな効果があると言えます。 

引き続き、節水にご協力をお願いいたします。         

 

 イベント情報  
 

ふるさと川まつり 水辺でビアガーデン＠南浅川・浅川 
南浅川のにぎわいを創出するイベントを開催し 

ます。このイベントは市制１００周年を記念する 

プレイベントとしても実施し、当日はビアガーデ 

ンを中心に、水資源保護や環境、ダンスや音楽、 

物販や飲食などのさまざまな催しを実施します。 

ぜひ、ご家族皆さんで初秋の南浅川・浅川にい 

らっしゃいませんか？ 

日 時：平成２８年９月１７日（土曜日） 

  午前１１時から午後９時まで 

    平成２８年９月１８日（日曜日） 

  午前１０時から午後３時まで 

会 場：浅川河川敷広場（市役所本庁舎北側） 

原ふれあい広場（陵南公園向い）・陵南公園さくら広場 

主 催：南浅川にぎわいづくり実行委員会 

 

みんなの川の清掃デー 
八王子市の代表的河川である浅川を中心に、市民の憩いの場となっている主要各

河川の堤防周辺の草刈、ごみ、空き缶、ペットボトル等の回収を市民が協力して行

い、清掃することで、環境美化意識の高揚や市民のコミュニティ活動を推進する活

動です。昨年（平成２７年度）は１５９団体 8,904人の方にご参加いただき、可燃 

ゴミ 24,250 ㎏、不燃ゴミ 1,120 ㎏を回収しま 

した。お時間のある方は是非ご参加ください 

開催日：平成２８年９月 4 日（日曜日） 

時 間：午前 6 時から 2 時間程度（雨天中止）

場 所：各町会・自治会近辺の堤防周辺 

主 催：美しい八王子をつくる会 
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～編集だより～ 


